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一 

吉
野
川
第
十
堰
改
築
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一
月
二
十
三
日
、
徳
島
県
徳
島
市
で
行
わ
れ
た
建
設
省
直
轄
事
業
「
吉
野
川
第
十
堰
改
築
計
画
」
に
対
す
る
住
民
投
票
に
お 

い
て
、
市
民
の
過
半
数
が
同
事
業
に
対
し
て
反
対
の
意
を
明
ら
か
に
し
た
。 

平
成
七
年
に
改
正
さ
れ
た
「
河
川
法
」
に
お
い
て
は
、
河
川
事
業
に
お
け
る
「
環
境
保
全
」
「
住
民
参
加
」
の
拡
充
を
進 

 

め
、
建
設
省
は
爾
後
の
河
川
行
政
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
今
回
の
住
民
投
票
の
結
果
は
こ
の
方
向
性
に
鑑
み
、
重
大 

な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

今
回
の
住
民
投
票
の
結
果
を
内
閣
と
し
て
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。 

二 

吉
野
川
に
お
い
て
現
堰
を
撤
去
し
、
新
た
に
可
動
堰
を
設
置
す
る
と
い
う
現
在
政
府
が
主
張
し
て
い
る
計
画
は
、
何
時
、 

誰
の
責
任
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
決
定
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

平
成
七
年
度
改
正
に
よ
っ
て
河
川
法
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
環
境
保
全
」
「
住
民
参
加
」
は
、
本
事
業
に
お
い
て
ど
う
活
か 

さ
れ
て
い
る
の
か
。 

四 

平
成
十
一
年
十
二
月
、
中
山
建
設
大
臣
が
徳
島
市
長
に
対
し
て
花
押
付
の
信
書
を
送
付
し
て
い
る
。
中
山
建
設
大
臣
は
こ 



 

二 

の
信
書
を
ど
の
よ
う
な
立
場
で
、
何
を
目
的
と
し
て
送
付
し
た
の
か
。
現
行
機
関
委
任
事
務
に
お
け
る
上
級
庁
の
責
任
者
と 

し
て
或
い
は
市
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
す
る
権
限
を
有
す
る
者
と
し
て
、
政
治
的
圧
力
と
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮 

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。
ま
た
中
山
建
設
大
臣
は
こ
の
信
書
を
公
開
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
何
か
。 

五 

中
山
建
設
大
臣
は
同
住
民
投
票
に
つ
い
て
「
民
主
主
義
の
誤
作
動
」
と
発
言
し
て
い
る
が
、
こ
の
真
意
は
何
か
。
「
住
民 

投
票
は
民
主
主
義
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
」
と
の
意
味
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
発
言
し
た
の
か
。
ま
た
小 

渕
総
理
も
同
様
の
認
識
を
有
し
て
い
る
の
か
。 

六 

自
民
党
の
綿
貫
民
輔
衆
議
院
議
員
は
、
一
月
二
十
二
日
徳
島
市
に
お
い
て
「
住
民
投
票
な
ど
く
そ
食
ら
え
だ
」
と
発
言
し 

て
い
る
。
こ
の
発
言
は
民
主
主
義
原
理
を
完
全
に
は
き
違
え
た
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
れ
は
政
府
の
正
式
な
見
解
と
一
致
す 

る
の
か
。 

七 

政
府
は
吉
野
川
第
十
堰
改
築
問
題
は
科
学
的
・
技
術
的
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
阪
神
大
震
災
で
見
ら
れ
る
よ 

う
に
、
政
府
の
言
う
科
学
的
・
技
術
的
知
見
は
必
ず
し
も
絶
対
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
知
見
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を 

一
体
誰
の
責
任
に
お
い
て
言
明
で
き
る
の
か
。
米
国
政
府
は
治
水
に
お
け
る
ダ
ム
と
い
う
手
法
を
放
棄
し
て
い
る
が
、
政
府 

は
こ
の
米
国
政
府
の
選
択
を
科
学
的
に
正
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。 



 

三 

ま
た
研
究
課
程
に
あ
る
科
学
的
・
技
術
的
知
見
が
、
投
票
と
い
う
基
本
的
な
参
政
権
の
行
使
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
民
意
を 

超
越
す
る
も
の
と
考
え
る
の
か
。 

八 

「
住
民
投
票
」
は
議
会
制
民
主
主
義
を
侵
害
す
る
も
の
か
或
い
は
議
会
制
民
主
主
義
を
補
完
す
る
も
の
か
。
理
由
を
付
し 

て
政
府
の
考
え
を
問
う
。 

九 

公
共
事
業
に
つ
い
て
関
係
住
民
が
意
見
を
表
明
す
る
場
合
、
「
住
民
投
票
」
以
上
に
明
確
な
方
法
が
あ
る
と
政
府
は
考
え 

る
の
か
。
ま
た
平
成
七
年
改
正
後
の
河
川
法
に
お
け
る
「
住
民
意
見
の
表
明
」
に
は
住
民
投
票
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ 

れ
以
上
に
民
主
主
義
を
実
現
す
る
上
で
適
切
な
手
法
は
無
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
は
如
何
か
。 

十 

個
別
の
公
共
事
業
に
関
し
て
は
、
一
般
に
政
府
部
内
の
み
に
よ
っ
て
事
業
の
決
定
が
行
わ
れ
国
会
が
関
与
す
る
こ
と
は
な 

い
。
毎
年
度
数
兆
円
に
も
の
ぼ
る
税
金
を
投
入
す
る
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
議
会
の
判
断
を
仰
ぐ
べ
き
と
考
え
る 

が
、
政
府
の
考
え
は
如
何
か
。 

十
一 

「
ダ
ム
等
事
業
審
議
委
員
会
」
は
事
業
者
が
当
該
ダ
ム
・
堰
事
業
の
目
的
・
内
容
等
に
つ
い
て
地
域
の
意
見
を
的
確
に 

聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
結
果
的
に
本
事
業
に
お
い
て
は
地
域
の
意
見
を
的
確
に
反
映
し
得
な
か
っ 

た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 



 

四 

十
二 

公
共
事
業
の
計
画
策
定
及
び
実
施
は
、
「
公
権
力
の
行
使
」
に
該
当
す
る
か
。 

十
三 
国
直
轄
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
と
考
え
る
以
下
の
者
は
、
「
行
政
不
服
審
査
法
」
に
基
づ
く
審
査
請 

 

求
、
異
議
申
立
又
は
「
行
政
事
件
訴
訟
法
」
に
基
づ
く
出
訴
が
で
き
る
か
。 

1 

事
業
法
上
、
関
与
権
限
の
あ
る
地
方
公
共
団
体 

2 

事
業
法
上
、
関
与
権
限
の
な
い
地
方
公
共
団
体 

3 

事
業
区
域
或
い
は
事
業
区
域
に
近
接
し
た
区
域
に
住
む
住
民 

4 

国
民 

十
四 

十
三
に
掲
げ
る
方
法
の
他
、
国
が
行
う
公
共
事
業
に
対
し
て
反
対
の
意
見
を
有
す
る
者
が
、
当
該
事
業
の
差
し
止
め
を 

求
め
る
方
法
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。 

十
五 

徳
島
市
の
住
民
投
票
に
よ
り
関
係
住
民
の
反
対
の
意
思
が
明
確
に
な
っ
て
も
、
政
府
は
従
前
ど
お
り
計
画
の
推
進
を
明 

言
し
て
い
る
が
、
内
閣
の
有
す
る
「
行
政
権
」
が
住
民
の
個
別
具
体
的
な
意
思
表
明
を
超
越
す
る
理
由
は
何
か
。 

右
質
問
す
る
。 


	a147003_表紙.pdf
	a147003_本文.pdf

